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J(

＋ 

津
川
サ
イ
エ
ン

ス

ヒ
ル
ズ
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
総
会
が、

北
大

阪
技
専
校
多
目
的
室
で

開
催
さ
れ
た。
最
初 、

能
美
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り、
次
に
来
賓
・
各

業
か
ら
の、
出
席
者
の

紹
介
を
行
っ
た。
来
賓

を
代
表
し
て

枚
方
市
長

の
代
理
で
出
席
さ
れ
た

清
水
副
市
長
か
ら
挨
拶

を
頂
き 、
議
題
に
基
づ

き
審
議
を
し
た。

始
め
に
役
員
の
改
選

で
あ
り
副
会
長
に
植
田

工
業
味
植
田
会
長 、
理

事
に
香
椎
化
学
工
業（
株）

原
田
社
長·
（
株）
ア

ス

ク
長
倉
社
長
・（
株）
サ

ワ
ー
コ
ー

ポ
レ
ー

シ
ョ

ン
澤
人
社
長
そ
し
て

靡
に
山崎
T
E
C
H（
株）

高
橋
社
長
が
就
任
さ
れ

た。
出
井
事
務
局
長
か

ら
協
議
会
規
約
お
よ
び

協
議
会
会
費
規
定
の

改
正
説
明
が
あ
り
承
認

さ
れ
た。

つ
づ
い
て
令
和
3
年

度
事
業
・
会
計
報
告
が

あ
り、
併
せ
て
監
事
の

献血運動
昨年 9 月 12B と本年1月 30B 、大阪府赤十字血液センター の

献血バスが北大阪技専校の駐車場に到着し、献血を行いました。
2回の献血で、合計65名が献血を通して社会貢献をされました。
〈内訳〉

北大阪技専校33名、坂本精器11名、タカゾノ15名、
森下仁丹4名、香椎化学工業1名、一般参加1名 E匹印如玉-9上...... 

， 

＋ 

＋ 

＋ 
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令
和
4
年

津
田
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
開
催

昨
年
の
夏
か
ら
関
西

電
力
送
配

電
と
津
田

サ
イ
エ
ン

ス
の
電
力

受
電
に
つ

い
て
課
題

も
含
め 、

打
合
せ

会
議
を
行

なっ
て
き
た。

開
設
20

年
を
迎
え 、

受
電
設
備

の
改
修
を

考
え
て
い

る
企
業
か

ら
は
安
全

性
を
含
め 、

い
ろ
い
ろ

な
意
見
が

上
が
っ
て

た。

今
回
の
説
明
会
に
は

す
べ
て
の
企
業
の
代
表

が
出
席
さ
れ、
能
美
会

長
の
挨
拶
の
の
ち
担
当

者
か
ら
よ
り
詳
し
く
具

体
的
に
説
明
を
受
け
た

の
ち
質
疑
応
答
が
あ
っ
た。

会
議
で
解
決 、
調
整

で
き
な
か
っ
た
質
問
に

対
し
て
は
関
電
配
電
が

持
ち
婦
り
検
討
し
た
う

え
で
対
応
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た。

令
利
4
年
4
月
に
入

校
さ
れ
ま
し
た
1
1
7

名
内
89
名
の
訓
練
生
が

3
月
17
日
に
修
了
さ
れ

ま
し
た。

訓
練
生
の
皆
様
は 、

初
め
て
専
門
分
野
の
技

術
や
知
識
を
学
び 、
日
々

難
し
く
も
あ
り
楽
し
く

修
了
生
の
皆
様 、
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た。

校
で
の
経
験
を
糧
に
新

た
な
世
界
に
進
ま
れ
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ

遍

三
晶（
株）
古
津
所
長

か
ら
異
議
の
な
い
と
の

監
査
報
告
が
あ
っ
た。

令
和
4
年
度
事
業
計
画・

予
算
案
が
事
務
局
よ
り

説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
た。

総
会
の
最
後
に
長
年

お
世
話
に
な
っ
た
和
泉

事
務
局
長
の
退
職
に
あ

た
り、
能
美
会
長
よ
り

て
お
り
ま
す。

修
了
時
に
お
い
て

就
職
率
80
％
と
な
る
巾 、

津
田
サ
イ
エ
ン

ス
ヒ
ル

ズ
内
の
企
業
へ
の
就
職

が
決
ま
っ
た
生
徒
も

お
り
ま
す。

[

各
企
業
の

皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は 、

今
後
と
も

修
了
生
及
び

北
大
阪
技
専

校
へ
の
温
か

い
ご
支
援 、

ご
協
力
を

よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た

し
ま
す。

記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り、

和
泉
氏
か
ら
謝
辞
が

あ
っ
た。

総
会
終
了
後
定
期
借

地
企
業
代
表
者
と
会
議

を
行
い、
大
阪
府
へ
の

要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
決
め
た。

島川製作所開発工場新築工事
新しく津田サイエンスに工場建設の発表が

島川製作所からありま した。
所在地枚方市津田山手2丁目 2076番21、他
建物概要 鉄骨造2階建（工場・研究所・事務所）
予定工期 2023年4 月 20 日から2023年12月 30 日

一
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． 

北
大
阪
絲
等
職
業
技
術
専
門
校

令
和
4
年
4
月
t
修
r
式
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長の 議席締香田か席
に 要会上役椎理らが
行望の

‘ が化東はあ
いな課能参学 能り
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葎｀ ：呵 にの 能は 実ボ導主
改居な、 施ラ の 催

津
田
サ
イ
エ
ン
ス
杯

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

総
合
優
勝

ー

・

島
川
製
作
所
チ
ー
ム

お
め
で
と
う
！

令
利
4

年
1
月
5
日

14
時
30
分
か

ら
市
長

応

接
室
で
協
議

会
代
表
が

新
年
の

あ
い
さ
つ

の
た
め

表
敬
訪
問
を

行
い
ま
し
た。

市
か

ら
伏
見
市
長、

清
水
副
市
長、

観
光
に

ぎ
わ
い
野
田
部
長、

産

業
振
興
赤
土

課
長

の

出

ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を

開

催
し
ま
し
た。

各
企
業

か
ら
多
く

の
参

加
を

碩
き、
総
勢
50
チ
ー
ム、

1
9
6
名
で

の

開
催
に

な
り
ま
し
た。

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
が

危

牧
野
駅
前

の

松
園

ボ
ウ

ぶ
ま

れ
ま
し
た
が、

人
念

ル
で一云一
年
ぶ
り

に

親
睦

に

感
染
予
防
対
策
を
と

-

り
楽
し
く
プ
レ
イ
す

る
こ

と
が

で
き、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ー

ン
で
は

静
か

な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た。

参
加
者
か

ら
も
大
変
に

喜
ん
で
い
た
だ
き、
ま
た

無
事
に

終
え

る
こ
と
が

で
き、

実
行
委
員

会
メ

ン
バ
ー
も
安
心
し
ま
し
た。

ま
た、

各
企
業

か
ら
沢

山
の

賞
品
や
景
品

の
ご
協

力
と
ご
提
供
を

頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

各
賞
と

企
業
賞
は
能
美

会
長
か

ら
授
与
さ

れ
ま

し
た。

津
田
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ

まちづくり
協
議
会
様

貴
団
体
は
永
き
に
わ
た
り

市
政の

発
展
に
貢
献
さ
れ
そ
の
功
債
は

⑫

械
に
顕
著
で
あ
り
ま
す

よっ
て
こ
こ
に
そ
の
玲
績
を
た
た
え

市
政
功
労
者
ど
し
て
表
彰
し
ま
す

令
和匹
年
十
可九
日

菩
す

る
目
標「

住
み
続
け

�

令
和
5

年
2
月
18
B

ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り」
[
(
土）、
第一
回
津
田
サ

(
S

D
GS
ll)
や
現
在

の
�
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
i

フ
同
好

会
を

田
辺
カ

ン

大
量
廃
薬

の

慣
習
を

改
め、�
ト

リ
ー

倶
楽
部
で
8

社

少
な
い
資
源
よ
り
多
く

�
の

企
業
代
表
者
に

参
加

の

も
の

を
得
ら
れ

る
よ
[
を

頂
き
開
催
し
ま
し
た
o

う
な
シ
ス

テ
ム
を

構
築
�

ま
だ
少
し
肌
寒
い
中

す

る
と

い
う
目
標「
つ
<
[
で

の

プ
レ
ー

で
し
た
が、

る
責
任
つ
�
和
気
あ
い

か
う
責
任」
�
あ
い
と
し

9
1

可

(
S

D
G
S
i
た
雰
囲
気

12)
を

地
�

の

中、
ゆ

っ
く
り
プ

域
の

消
掃
[

活
動
を

通
�
レ
ー
を

楽

し
て、

食
�
し
み
ま
し

品
ロ
ス
な
i

た。

ど
の

廃
棄
�

プ
レ
ー

物
削
減
や
�
後
は

珈
琲

環
境
汚
染
[
を

飲
み
な

物
質
・
有
�
が

ら
の

親

害
物
質

の
[
睦 ヽ
情
報

発
生
防
止
�
交
換
が

で

な
ど

を
認
[
き ヽ
と

て

識

し
、

�
も
有
意
義

理
解
す

る
�
で
充
実
し

こ
と
を
H
[
た
時
間
を

的
と
し
て
�
過
し
ま
し

実
施
し
ま

�
た。

し
た。

i

技
専
校
生
徒
さ
ん

地
域
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

こ
れ
か

ら
は
で
き

る

な
ら
ば
年
2
回

の

予
定

で
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す。
よ
り
多

く
の

皆
様
の

ご
参

加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す。

伏
見
枚
方
市
長
を

新
年
の
表
敬
訪
問

ゴ
ル
フ
同
好
会
開
催

く実行委員会メンバ ー 〉

（実行委員長）吉泉産業麻苧敏治氏
（実行委員）香椎化学工業：松原真弓氏、アスク：長倉
健太郎氏、サワーコーポレーション：澤入龍氏、伸和製作
所：能美将英・栗田貴司氏、山崎TECH：相川厚志氏、
島川製作所：高嶋美香氏

企画から準備、運営、撤収まで本当にご苦労様でした。

令
和
4

年
11
月
18
日

18
時
よ
り

京
阪

電
車

枚方市制75周年記念式典
津田サイエンスヒルズまちづくり協議会表彰

枚
方
市
長

伏
見

指
伍一

四·ピ

表
彰
状

令和4年11月 9B 枚方
市制施行75周年記念式
典が枚方市民総合文化； ・、・心．--ごマ
芸術センターにおいて行われました。

式典に は当協議会から能美会長が出席され、伏見
市長から感謝状を授与されました。

枚方市は昭和22年8 月1日 に府内12番目の 市として
誕生、市制施行75周年を迎えました。

淀川河川・枚方宿エリア、総合文化芸術センターなど
を舞台に、2025年大阪•関西ガ柚に向け、プロの演奏
家やスポーツ選手との交流などワクワクす

る

体験を通して
「いの ち輝かせ

る

」 14の事業を実施しました。




